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丸
山
眞
男
文
庫
資
料
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
の

作
業
の
概
要
を
、『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較

思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』創
刊
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
各
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
の
資
料
公
開
と
利

用
状
況
を
記
し
ま
す
。
資
料
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
号
に
掲
載
し
た
「
丸

山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
」
中
の
「〈
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資

料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」（
黒
沢
文
貴
執
筆
）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

Ⅰ　

資
料
の
公
開

　

丸
山
文
庫
は
、
楽
譜
類
の
段
階
的
な
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

二
〇
一
三
年
五
月
に
、
丸
山
眞
男
に
よ
る
書
き
込
み
等
の
な
い
楽
譜
類
を
開
架
書

庫
に
追
加
し
ま
し
た
。
閉
架
書
庫
に
配
架
さ
れ
て
い
る
書
き
込
み
等
の
あ
る
楽
譜

類
に
つ
い
て
は
、
作
曲
家
名
が
Ｂ
と
Ｗ
で
は
じ
ま
る
楽
譜
一
四
七
冊
を
二
〇
一
四

年
三
月
に
、
作
曲
家
名
が
Ｃ
か
ら
Ｌ
で
は
じ
ま
る
楽
譜
六
八
冊
を
同
年
七
月
に
公

開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
て
検
索

で
き
ま
す
。
書
き
込
み
等
の
あ
る
楽
譜
類
は
、
書
き
込
み
等
の
あ
る
図
書
・
雑
誌

と
同
じ
く
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
内
で
書
き
込
み
等
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
電
子

デ
ー
タ
を
閲
覧
に
供
す
る
と
い
う
形
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
音
声
資
料
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
資
料
の
閲
覧
に
関
し
て
は
、
丸
山
眞
男
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
利
用

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⅱ　

利
用
状
況

①
資
料
の
閲
覧

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
の
べ
八
三
人
の
方

が
丸
山
文
庫
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。

丸
山
文
庫
報
告

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況

平
石 

直
昭
・
山
辺 

春
彦
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②
丸
山
文
庫
の
見
学

　

こ
の
間
、
研
究
者
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
調
査
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
組
の

方
々
が
丸
山
文
庫
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

③
取
材

・ 

二
〇
一
四
年
七
月
一
九
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
（
Ｅ
テ
レ
）
で
放
送
さ
れ
た

番
組
「
戦
後
史
証
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

日
本
人
は
何
を
め
ざ
し
て
き
た
の
か　

二
〇
一
四
年
度
シ
リ
ー
ズ
『
知
の
巨
人
た
ち
』
第
三
回　

民
主
主
義
を
求
め
て

〜
政
治
学
者
丸
山
眞
男
〜
」
制
作
の
た
め
、
同
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
数
度
に
わ
た

り
取
材
・
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

・ 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
「
は
じ
め
て
の
丸
山
眞

男
」
執
筆
の
た
め
、
記
者
が
丸
山
文
庫
へ
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

④
資
料
提
供

・ 『
猪
野
謙
二
書
簡
・
逸
文
集
』
へ
の
収
録
希
望
が
あ
っ
た
た
め
、
丸
山
文
庫
所

蔵
の
丸
山
眞
男
宛
猪
野
謙
二
書
簡
画
像
を
提
供
し
ま
し
た
。

・ Isaiah Berlin, Letters, vol. 4. 

へ
の
収
録
希
望
が
あ
っ
た
丸
山
眞
男
宛
ア
イ

ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
書
簡
画
像
を
提
供
し
ま
し
た
。

・ 『
現
代
思
想 

二
〇
一
四
年
八
月
臨
時
増
刊
号 

総
特
集
丸
山
眞
男
生
誕
一
〇
〇

年
』（
青
土
社
）
の
た
め
、「
三
島
庶
民
大
学
講
義
「
明
治
の
精
神
」
断
片
原
稿

（
昭
和
二
十
年
十
二
月
）」
画
像
を
提
供
し
ま
し
た
。

・ 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
日
か
ら
一
二
月
三
日
ま
で
、
杉
並
区
立
西
荻
図
書
館
主

催
（
東
京
女
子
大
学
共
催
）「
丸
山
眞
男
生
誕
百
年
」
企
画
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
た
同
図
書
館
で
の
展
示
の
た
め
、丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
を
提
供
し
ま
し
た
。

Ⅲ　

資
料
の
受
け
入
れ

　

丸
山
彰
氏
よ
り
、
丸
山
眞
男
宛
吉
野
源
三
郎
書
簡
三
通
と
、
丸
山
眞
男
宛
加
藤

周
一
書
簡
一
通
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅳ　

そ
の
他

　

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
日
、
前
述
の
西
荻
図
書
館
「
丸
山
眞
男
生
誕
百
年
」
企

画
の
一
つ
と
し
て
、
平
石
直
昭
・
丸
山
文
庫
顧
問
が
「
丸
山
眞
男
の
今
日
的
意
義

に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
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